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＜子供ど真ん中教育＞ 
～第 2学期終業式～ 

 

 昨日 12月 24日に第 2学期の終業式を行いました。3年生と 6年生の代表の子供たち

が、2学期を振り返りました。 

 

3年生は、「コンパスを使えるようになった。」「社会科見学で消防署や警察署、民俗資料

館に行き、初めて見るものに驚いた。今と昔を比べてみて、勉強になった。」「持久走でだ

んだん記録が出た。」と振り返り「3 学期は、自分から進んであいさつをがんばる。」と決

意を述べました。 

6年生は、「最高学年として、最考の修学旅行、最行の小体会、最虹の 1年生とのつなが

り」について振り返りました。自ら考えて工夫し行動することを大切にした2学期でした。

「3 学期は、畝刈小学校の伝統を守り続けるとともに、中学校に向けてがんばっていく。」

と決意を述べました。 

 代表の子供たちも立派でしたが、話を聞いている全校の子供たちの真剣に静かに聴いて

いる姿もとても立派でした。 

 今回の終業式の様子からも、畝刈小学校の子供たちは日一日と成長を遂げ、前に進んで

いる様子が分かります。本人の努力もありますが、周囲で支えてくださっている保護者や

地域の皆様方のおかげだと思います。ありがとうございます。もちろん、本校の先生方も

がんばって子供たちを支えています。今後とも、家庭・地域・学校で力を合わせながら子

供たちの成長を見守ってまいりましょう。よろしくお願いいたします。 


